
総
額
は
、
３
２
２
億
３
１
９

４
万
円
で
前
年
度
予
算
に
比
べ

５１
億
４
６
５
５
万
円
の
減
（
前

年
度
予
算
比
１３
・
７７
％
減
）
の

予
算
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

収
入
の
部

収
入
の
部
で
は
、
当
年
度
収

入
合
計
が
前
年
度
予
算
に
比
べ

３６
億
２
４
４
０
万
円
の
減
（
同

１２
・
９８
％
減
）
で
２
４
２
億
９

３
４
４
万
円
。
前
年
度
繰
越
支

払
資
金
は
、
前
年
度
予
算
に
比

べ
１５
億
２
２
１
５
万
円
の
減
で

７９
億
３
８
４
９
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

①
学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入

は
、
前
年
度
予
算
に
比
べ
２
億

１
４
２
０
万
円
の
増
（
同
１
・

１０
％
増
）
で
１
９
６
億
７
０
２

０
万
円
。
新
入
生
の
人
数
（
学

部
・
学
科
・
大
学
院
）
を
専
大

で
４
６
６
１
人
、
石
巻
専
大
で

３
８
９
人
を
見
込
み
、
全
体
で

５
０
５
０
人
（
前
年
度
予
算


４
９
４
５
人
）
を
見
込
ん
で
い

る
。
ま
た
、
全
学
年
で
は
、
学

費
完
納
見
込
者
数
を
専
大
で
１

９
０
３
４
人
、
石
巻
専
大
で
１

４
１
５
人
を
見
込
み
、
全
体
で

２
０
４
４
９
人
（
前
年
度
予
算

‥
２
０
８
８
２
人
）
を
見
込
ん

で
い
る
。

②
手
数
料
収
入
は
、
前
年
度

予
算
に
比
べ
６
０
４
万
円
の
減

（
同
０
・
６２
％
減
）
で
９
億
６

９
８
０
万
円
。
こ
の
う
ち
、
入

学
検
定
料
収
入
は
、
前
年
度
予

算
に
比
べ
３
５
５
万
円
減
の
９

億
３
５
５
６
万
円
を
計
上
し
て

い
る
。

③
寄
付
金
収
入
は
、
前
年
度

予
算
に
比
べ
１
５
０
万
円
の
増

（
同
１
・
２５
％
増
）
で
、
１
億

２
１
５
０
万
円
。
一
般
寄
付
金

の
募
集
を
再
開
し
、
２
１
５
０

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

④
補
助
金
収
入
は
、
前
年
度

予
算
に
比
べ
３
億
３
８
１
０
万

円
の
減
（
同
１５
・
６２
％
減
）
で

１８
億
２
６
９
３
万
円
。
こ
の
う

ち
、
国
庫
補
助
金
収
入
は
、
私

立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
及
び

教
育
研
究
装
置
補
助
金
等
の
減

額
を
見
込
み
、
前
年
度
予
算
に

比
べ
３
億
４
０
３
４
万
円
の
減

（
同
１５
・
８１
％
減
）で
１８
億
１
１

９
８
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⑤
資
産
運
用
収
入
は
、
前
年

度
予
算
に
比
べ
９
０
１
８
万
円

の
増
（
同
４９
・
８３
％
増
）
で
２

億
７
１
１
９
万
円
。
受
取
利
息

配
当
金
収
入
の
増
を
見
込
ん
で

い
る
。

⑥
資
産
売
却
収
入
は
、
前
年

度
予
算
に
比
べ
２
億
８
６
６
１

万
円
の
増
（
同
１
４
３
・
３１
％

増
）
で
４
億
８
６
６
１
万
円
。

生
田
校
地
が
川
崎
市
道
路
拡
幅

事
業
計
画
に
該
当
し
た
こ
と
に

伴
い
、
土
地
の
有
償
提
供
に
よ

る
固
定
資
産
売
却
収
入
の
増
を

見
込
ん
で
い
る
。

⑦
事
業
収
入
は
、
前
年
度
予

算
に
比
べ
９
１
２
１
万
円
の
減

（
同
１７
・
５８
％
減
）
で
４
億
２

７
５
３
万
円
。
受
託
事
業
収
入

の
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

⑧
雑
収
入
は
、
前
年
度
予
算

に
比
べ
２
９
０
９
万
円
の
増

（
同
４
・
４０
％
増
）
で
６
億
９

０
０
１
万
円
。
退
職
金
財
団
か

ら
の
交
付
金
収
入
の
増
等
を
見

込
ん
で
い
る
。

⑨
前
受
金
収
入
は
、
平
成
２６

年
度
入
学
者
の
入
学
手
続
時
の

納
入
学
費
（
翌
年
度
の
学
生
生

徒
等
納
付
金
収
入
と
な
る
。
）

で
、
前
年
度
予
算
に
比
べ
２
７

３
万
円
の
減
（
同
０
・
０７
％

減
）
で
４０
億
１
１
９
８
万
円
。

⑩
そ
の
他
の
収
入
は
、
前
年

度
予
算
に
比
べ
３６
億
７
０
３
７

万
円
の
減
（
同
８９
・
１０
％
減
）

で
４
億
４
８
７
８
万
円
。
施
設

設
備
準
備
資
産
か
ら
の
繰
入
収

入
の
減
及
び
前
期
末
未
収
入
金

収
入
に
お
い
て
、
退
職
金
財
団

交
付
金
等
の
前
年
度
の
期
末
未

収
入
金
が
減
額
と
な
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
に
よ
る
。

⑪
資
金
収
入
調
整
勘
定
（
収

入
の
振
替
控
除
科
目
）は
、期
末

未
収
入
金
及
び
前
期
末
前
受
金

で
前
年
度
予
算
に
比
べ
１
億
３

７
５
４
万
円
振
替
控
除
額
の
増

（
同
３
・
０６
％
増
）で
４６
億
３
１

１
３
万
円
。
平
成
２５
年
度
退
職

教
職
員
に
係
る
退
職
金
財
団
交

付
金
収
入
等
の
期
末
未
収
入
金

及
び
平
成
２４
年
度
前
受
金
収
入

を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
て
い
る
。

支
出
の
部

支
出
の
部
で
は
、
当
年
度
支

出
合
計
が
前
年
度
予
算
に
比
べ

４２
億
６
４
５
１
万
円
の
減
（
同

１４
・
４９
％
減
）
で
２
５
１
億
７

５
４
８
万
円
。
次
年
度
繰
越
支

払
資
金
は
、
翌
年
度
の
収
入
と

な
る
前
受
金
収
入
を
含
み
、
前

年
度
予
算
に
比
べ
８
億
８
２
０

４
万
円
の
減
で
７０
億
５
６
４
５

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

①
人
件
費
支
出
は
、
前
年
度

予
算
に
比
べ
１
億
５
０
２
４
万

円
の
増
（
同
１
・
０４
％
増
）
で

１
４
５
億
５
１
７
９
万
円
。
主

た
る
要
因
は
教
職
員
の
退
職
金

支
出
で
、
前
年
度
予
算
に
比
べ

１
億
３
６
６
９
万
円
の
増
で
、

９
億
７
５
４
２
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

②
教
育
研
究
経
費
支
出
は
、

前
年
度
予
算
に
比
べ
９
億
７
０

１
６
万
円
の
減
（
同
１５
・
９７
％

減
）
で
５１
億
６
４
２
万
円
。

③
管
理
経
費
支
出
は
、
前
年

度
予
算
に
比
べ
３
億
８
２
７
８

万
円
の
減
（
同
２１
・
１７
％
減
）

で
１４
億
２
５
３
８
万
円
。

④
借
入
金
等
利
息
支
出
は
、

前
年
度
予
算
に
比
べ
８
２
３
万

円
の
減
（
同
３７
・
２７
％
減
）で
１

３
８
５
万
円
。
日
本
私
立
学
校

振
興
・
共
済
事
業
団
、
三
菱
東

京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
み
ず
ほ
銀
行

か
ら
の
借
入
金
に
係
る
利
息
。

⑤
借
入
金
等
返
済
支
出
は
、

前
年
度
予
算
に
比
べ
４
４
４
４

万
円
の
減
（
同
５
・
６４
％
減
）

で
７
億
４
３
３
２
万
円
。
償
還

計
画
に
基
づ
く
返
済
額
。

⑥
施
設
関
係
支
出
は
、
前
年

度
予
算
に
比
べ
１９
億
２
４
２
７

万
円
の
減
（
同
４７
・
２０
％
減
）で

２１
億
５
２
５
６
万
円
。
主
な
内

容
は
、
後
記
の
〔
主
な
施
設
等

整
備
事
項
〕
で
記
載
し
て
い

る
。⑦

設
備
関
係
支
出
は
、
前
年

度
予
算
に
比
べ
１
億
５
９
７
２

万
円
の
増
（
同
２８
・
１９
％
増
）

で
７
億
２
６
３
４
万
円
。
こ
の

う
ち
、
教
育
研
究
用
機
器
備
品

支
出
は
、
前
年
度
予
算
に
比
べ

８
７
５
９
万
円
の
増
で
４
億
１

２
８
３
万
円
。
神
田
２
号
館
２

階
教
室
机
・
椅
子
他
設
備
品
・

視
聴
覚
設
備
、
神
田
８
号
館
視

聴
覚
設
備
、
生
田
２
号
館
解
体

に
伴
う
教
学
事
務
室
移
転
設
備

品
、
生
田
９
号
館
７
階
教
室
視

聴
覚
設
備
、
教
育
支
援
基
盤
シ

ス
テ
ム
更
新
、
教
学
事
務
用
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
更
新
、

生
田
第
１
体
育
館
耐
震
改
修
に

伴
う
設
備
品
、
石
巻
学
生
実
習

・
実
験
用
機
器
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
シ
ー

ケ
ン
サ
ー
等
。
図
書
支
出
は
、

前
年
度
予
算
に
比
べ
１
５
４
万

円
の
減
で
２
億
１
４
９
１
万

円
。⑧

資
産
運
用
支
出
は
、
前
年

度
予
算
に
比
べ
９
９
０
０
万
円

の
増
（
同
２７
・
１２
％
増
）
で
４

億
６
４
０
０
万
円
。
有
価
証
券

購
入
支
出
は
、
２
億
円
を
計

上
。
退
職
給
与
引
当
資
産
へ
の

繰
入
支
出
（
５
０
０
０
万
円
）、

法
人
基
金
準
備
資
産
へ
の
繰
入

支
出
（
１
４
０
０
万
円
）
、
施

設
設
備
準
備
資
産
へ
の
繰
入
支

出
（
２
億
円
）
と
も
計
画
に
よ

る
繰
入
額
。

⑨
そ
の
他
の
支
出
は
、
前
年

度
予
算
に
比
べ
８
億
４
４
０
４

万
円
の
減
（
同
３９
・
１０
％
減
）

で
１３
億
１
４
８
９
万
円
。
こ
の

う
ち
、
前
期
末
未
払
金
支
払
支

出
は
、
前
年
度
予
算
に
比
べ
８

億
４
９
１
２
万
円
の
減
で
、
１２

億
８
９
５
万
円
。
平
成
２４
年
度

末
に
退
職
す
る
教
職
員
の
退
職

金
、
２
・
３
月
分
退
職
金
財
団

掛
金
、
リ
ー
ス
契
約
取
引
の
平

成
２５
年
度
リ
ー
ス
料
等
。

⑩
予
備
費
は
、
前
年
度
予
算

と
同
額
で
１
億
５
０
０
０
万

円
。⑪

資
金
支
出
調
整
勘
定
（
支

出
の
振
替
控
除
科
目
）
は
、
期

末
未
払
金
及
び
前
期
末
前
払
金

で
、
前
年
度
予
算
に
比
べ
４
億

９
９
５
５
万
円
振
替
控
除
額
の

増
（
同
５１
・
３１
％
増
）
で
１４
億

７
３
１
０
万
円
。
平
成
２５
年
度

末
に
退
職
す
る
教
職
員
の
退
職

金
等
未
払
金
、
平
成
２４
年
度
末

に
お
け
る
洋
雑
誌
・
和
雑
誌
の

購
入
に
係
る
前
払
金
の
回
収
見

込
額
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
。

主
な
施
設
等

整

備

事

項

【
専
修
大
学
】

①
神
田
２
号
館
２
階
教
室
改

修
工
事
②
神
田
５
号
館
（
仮

称
）
新
築
工
事
③
生
田
２
号
館

解
体
に
伴
う
設
備
切
替
等
関
連

工
事
④
生
田
７
号
館
ト
イ
レ
改

修
工
事
⑤
生
田
９
号
館
中
央
監

視
室
非
常
用
ア
ン
プ
更
新
工
事

⑥
生
田
９
号
館
７
階
教
室
視
聴

覚
設
備
改
修
工
事
⑦
生
田
９
号

館
共
用
部
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ト
改
修

工
事
⑧
神
田
・
生
田
事
務
用
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
更
新
工

事
⑨
生
田
国
際
交
流
会
館
（
仮

称
）
新
築
工
事
⑩
生
田
新
体
育

寮
・
新
体
育
館
（
仮
称
）
新
築

工
事
⑪
生
田
第
１
体
育
館
耐
震

改
修
工
事
等

―
前
年
度
予
算
額
と
の
比
較
―

※
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

消
費
収
入
の
部
で
は
、
帰
属

収
入
合
計
（
学
校
法
人
の
負
債

と
な
ら
な
い
収
入
）
が
前
年
度

予
算
に
比
べ
、
８
１
３
４
万
円

の
増
（
同
０
・
３４
％
増
）
で
２

４
３
億
９
０
０
万
円
。
基
本
金

組
入
額
合
計
が
前
年
度
予
算
に

比
べ
１６
億
８
７
２
７
万
円
の
減

（
同
３１
・
２０
％
減
）
で
３７
億
２

１
４
９
万
円
。
消
費
収
入
の
部

合
計
は
、
前
年
度
予
算
に
比
べ

１７
億
６
８
６
２
万
円
の
増
（
同

９
・
４０
％
増
）
で
２
０
５
億
８

７
５
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

消
費
支
出
の
部
で
は
、
消
費

支
出
の
部
合
計
が
前
年
度
予
算

に
比
べ
１２
億
２
１
３
２
万
円
の

減
（
同
４
・
８７
％
減
）
で
２
３

８
億
７
３
１
４
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

当
年
度
消
費
収
支
差
額
は
、

前
年
度
予
算
に
比
べ
２９
億
８
９

９
４
万
円
の
減
（
同
４７
・
６４
％

減
）
で
３２
億
８
５
６
４
万
円
の

消
費
支
出
超
過
額
と
な
っ
て
い

る
。
前
年
度
繰
越
消
費
支
出
超

過
額
（
３
１
２
億
２
０
９
３
万

円
）
を
加
え
た
翌
年
度
繰
越
消

費
支
出
超
過
額
は
、
３
４
５
億

６
５
７
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

※
前
記
の
資
金
収
支
予
算
と

共
通
の
科
目
が
あ
る
の
で
、
消

費
収
支
予
算
特
有
の
も
の
に
つ

い
て
説
明
。

（
１
）
消
費
収
入
の
部

①
寄
付
金
は
、
前
年
度
予
算

に
比
べ
１
５
０
万
円
の
増
（
同

０
・
５６
％
増
）
で
２
億
７
１
６

０
万
円
。
一
般
寄
付
金
募
集
の

再
開
に
よ
る
増
を
見
込
ん
で
い

る
。②

資
産
売
却
差
額
は
、
１
億

８
１
７
１
万
円
。
川
崎
市
道
路

拡
幅
事
業
計
画
に
伴
う
生
田
校

地
の
売
却
に
よ
る
固
定
資
産
売

却
差
額
を
計
上
し
て
い
る
。

（
２
）
消
費
支
出
の
部

①
人
件
費
は
、
前
年
度
予
算

に
比
べ
１
億
８
４
４
９
万
円
の

増
（
同
１
・
２９
％
増
）
で
１
４

５
億
３
９
９
万
円
。
退
職
給
与

引
当
金
繰
入
額
９
億
２
７
６
３

万
円
（
１
億
７
０
９
４
万
円
の

増
）
を
含
ん
で
い
る
。

②
教
育
研
究
経
費
は
、
前
年

度
予
算
に
比
べ
８
億
９
０
３
７

万
円
の
減
（
同
１０
・
５６
％
減
）

で
７５
億
４
０
８
１
万
円
。
減
価

償
却
額
２４
億
３
４
３
８
万
円

（
７
９
７
８
万
円
の
増
）
を
含

ん
で
い
る
。

③
管
理
経
費
は
、
前
年
度
予

算
に
比
べ
３
億
７
２
９
２
万
円

の
減
（
同
１８
・
４３
％
減
）
で
１６

億
５
１
０
５
万
円
。
減
価
償
却

額
２
億
２
５
６
７
万
円
（
９
８

５
万
円
の
増
）を
含
ん
で
い
る
。

④
資
産
処
分
差
額
は
、
固
定

資
産
処
分
差
額
で
前
年
度
予
算

に
比
べ
１
億
３
４
２
８
万
円
の

減
（
同
９０
・
９２
％
減
）
で
１
３

４
１
万
円
。
機
器
備
品
、
図
書

等
の
除
却
に
よ
る
処
分
差
額
を

計
上
し
て
い
る
。

学校法人専修大学 ２０１３年度資金収支予算書

（単位：円）

収 入 の 部
増 減（△）

２１４，２０８，０００

６，０４２，０００

１，５００，０００

３３８，１０３，０００

３４０，３４６，０００

８４３，０００

１，４００，０００

９０，１８７，０００

２８６，６１９，０００

９１，２１７，０００

２９，０９９，０００

２，７３４，０００

３，６７０，３７０，０００

１３７，５４７，０００

３，６２４，４００，０００

１，５２２，１５８，０００

５，１４６，５５８，０００

支 出 の 部
増 減（△）

１５０，２４３，０００

９７０，１６１，０００

３８２，７８０，０００

８，２３４，０００

４４，４４０，０００

１，９２４，２７５，０００

１５９，７２４，０００

９９，０００，０００

８４４，０４２，０００

０

４９９，５５３，０００

４，２６４，５１８，０００

８８２，０４０，０００

５，１４６，５５８，０００

備考 「前年度予算額」は補正後の予算額による。

２０１３年４月１日から２０１４年３月３１日まで

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

前年度予算額

１９，４５６，０００，０００

９７５，８４６，０００

１２０，０００，０００

２，１６５，０３３，０００

２，１５２，３２８，０００

１２，７０５，０００

０

１８１，００３，０００

２００，０００，０００

５１８，７５３，０００

６６０，９１７，０００

４，０１４，７２２，０００

４，１１９，１５５，０００

４，４９３，５８４，０００

２７，９１７，８４５，０００

９，４６０，６５７，９６０

３７，３７８，５０２，９６０

前年度予算額

１４，４０１，５５３，０００

６，０７６，５８８，０００

１，８０８，１６１，０００

２２，０９１，０００

７８７，７６０，０００

４，０７６，８３７，０００

５６６，６２５，０００

３６５，０００，０００

２，１５８，９３７，０００

１５０，０００，０００

９７３，５４９，０００

２９，４４０，００３，０００

７，９３８，４９９，９６０

３７，３７８，５０２，９６０

△

△

予 算 額

１９，６７０，２０８，０００

９６９，８０４，０００

１２１，５００，０００

１，８２６，９３０，０００

１，８１１，９８２，０００

１３，５４８，０００

１，４００，０００

２７１，１９０，０００

４８６，６１９，０００

４２７，５３６，０００

６９０，０１６，０００

４，０１１，９８８，０００

４４８，７８５，０００

４，６３１，１３１，０００

２４，２９３，４４５，０００

７，９３８，４９９，９６０

３２，２３１，９４４，９６０

予 算 額

１４，５５１，７９６，０００

５，１０６，４２７，０００

１，４２５，３８１，０００

１３，８５７，０００

７４３，３２０，０００

２，１５２，５６２，０００

７２６，３４９，０００

４６４，０００，０００

１，３１４，８９５，０００

１５０，０００，０００

１，４７３，１０２，０００

２５，１７５，４８５，０００

７，０５６，４５９，９６０

３２，２３１，９４４，９６０

△

△

科 目

学生生徒等納付金収入

手 数 料 収 入

寄 付 金 収 入

補 助 金 収 入

国 庫 補 助 金 収 入

地方公共団体補助金収入

学術研究振興資金収入

資 産 運 用 収 入

資 産 売 却 収 入

事 業 収 入

雑 収 入

前 受 金 収 入

そ の 他 の 収 入

資 金 収 入 調 整 勘 定

当 年 度 収 入 合 計

前年度繰越支払資金

収 入 の 部 合 計

科 目

人 件 費 支 出

教 育 研 究 経 費 支 出

管 理 経 費 支 出

借 入 金 等 利 息 支 出

借 入 金 等 返 済 支 出

施 設 関 係 支 出

設 備 関 係 支 出

資 産 運 用 支 出

そ の 他 の 支 出

［ 予 備 費 ］

資 金 支 出 調 整 勘 定

当 年 度 支 出 合 計

次年度繰越支払資金

支 出 の 部 合 計

学校法人専修大学 ２０１３年度消費収支予算書

（単位：円）

消 費 収 入 の 部
増 減（△）

２１４，２０８，０００

６，０４２，０００

１，５００，０００

３３８，１０３，０００

３４０，３４６，０００

８４３，０００

１，４００，０００

９０，１８７，０００

１８１，７１６，０００

９１，２１７，０００

２９，０９９，０００

８１，３４８，０００

１，６８７，２７３，０００

１，７６８，６２１，０００

消 費 支 出 の 部
増 減（△）

１８４，４９３，０００

８９０，３７４，０００

３７２，９２８，０００

８，２３４，０００

１３４，２８２，０００

０

１，２２１，３２５，０００

２，９８９，９４６，０００

６，２７５，５８８，０００

３，２８５，６４２，０００

備考１．消費収入の部「寄付金」には受贈・編入図書およびその他の受贈資産を含む。
２．消費支出の部「人件費」には退職給与引当金繰入額を含み、「教育研究費」と「管理

経費」には、それぞれ減価償却額を含む。
３．「前年度予算額」は補正後の予算額による。

２０１３年４月１日から２０１４年３月３１日まで

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

前年度予算額

１９，４５６，０００，０００

９７５，８４６，０００

２７０，１００，０００

２，１６５，０３３，０００

２，１５２，３２８，０００

１２，７０５，０００

０

１８１，００３，０００

０

５１８，７５３，０００

６６０，９１７，０００

２４，２２７，６５２，０００

５，４０８，７７２，０００

１８，８１８，８８０，０００

前年度予算額

１４，３１９，５０６，０００

８，４３１，１８７，０００

２，０２３，９８４，０００

２２，０９１，０００

１４７，７００，０００

１５０，０００，０００

２５，０９４，４６８，０００

６，２７５，５８８，０００

２４，９４５，３４４，０００

３１，２２０，９３２，０００

△

予 算 額

１９，６７０，２０８，０００

９６９，８０４，０００

２７１，６００，０００

１，８２６，９３０，０００

１，８１１，９８２，０００

１３，５４８，０００

１，４００，０００

２７１，１９０，０００

１８１，７１６，０００

４２７，５３６，０００

６９０，０１６，０００

２４，３０９，０００，０００

３，７２１，４９９，０００

２０，５８７，５０１，０００

予 算 額

１４，５０３，９９９，０００

７，５４０，８１３，０００

１，６５１，０５６，０００

１３，８５７，０００

１３，４１８，０００

１５０，０００，０００

２３，８７３，１４３，０００

３，２８５，６４２，０００

３１，２２０，９３２，０００

３４，５０６，５７４，０００

△

科 目

学 生 生 徒 等 納 付 金

手 数 料

寄 付 金

補 助 金

国 庫 補 助 金

地方公共団体補助金

学術研究振興資金

資 産 運 用 収 入

資 産 売 却 差 額

事 業 収 入

雑 収 入

帰 属 収 入 合 計

基 本 金 組 入 額 合 計

消 費 収 入 の 部 合 計

科 目

人 件 費

教 育 研 究 経 費

管 理 経 費

借 入 金 等 利 息

資 産 処 分 差 額

［ 予 備 費 ］

消 費 支 出 の 部 合 計

当年度消費支出超過額

前年度繰越消費支出超過額

翌年度繰越消費支出超過額

主要財務比率

２０１３年度

（予算）

５９．６７％

７３．７４％

３１．０２％

６．７９％

１．７９％

備考 （ ）内は日本私立学校振興・共済事業団調査による医歯系法人を除く大学

法人平均値を示す。

２０１２年度

（補正予算）

５９．１０％

７３．６０％

３４．８０％

８．３５％

△３．５８％

２０１１年度

（決算）

５５．５８％

（５４．０％）

７２．２９％

（７４．４％）

３２．７２％

（３０．９％）

７．１７％

（８．７％）

３．５２％

（３．４％）

算式（×１００）

人 件 費

帰 属 収 入

人 件 費

学生生徒等納付金

教 育 研 究 経 費

帰 属 収 入

管 理 経 費

帰 属 収 入

帰属収入－消費支出

帰 属 収 入

比 率

人 件 費

比 率

人 件 費

依 存 率

教育研究

経費比率

管理経費

比 率

帰属収支

差額比率

消

費

予

算

収

支

１３
年
度
予
算
の
概
要

資

金

収

支

予

算

第５１２号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１３年（平成２５年）５月１５日（５）


